














樋口 真也，??古澤 英明，? 五十嵐善男 ?





































腰原 啓史，?武井 洋一，?小口 賢哉 ?























り」な印象. 切離した小脳と脳幹の重量は 120g. 割面で
は,側脳室が拡大し尾状核は萎縮性.淡蒼球と視床下核
はやや褐色調で萎縮性にみえる.黒質,青斑核の色調は
保たれている.組織学的に,大脳皮質の層構造は保たれ
ており,基底核の神経細胞の細胞脱落は軽度. Betz細胞
には好酸性の封入体を胞体にしばしば認める.大脳白質
は前頭葉にびまん性に髄鞘の淡明化がみられる.小脳歯
状核に軽度 grumose変性あり.脊髄の前角細胞は保たれ
ている. 脊髄側索には軽度の淡明化とマクロファージ
(CD68陽性)の浸潤あり.一方, IC2免疫染色では,神経
細胞とグリア細胞の核に陽性の所見が,大脳皮質,基底
核視床, 脳幹にかけて広汎に認められた. IC2陽性所見
は,皮質に比べて大脳白質は軽度であった.中枢神経系
に明らかな感染巣は認めなかった.【問題点】 DRPLA
182 第 38回上信越神経病理懇談会
